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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
二
〇
〇
四
年
の
新
春
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、
皆
様
方
の
御
健
勝
と
御
多
幸
を
心
か
ら

御
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
我
国
の
景
気
は
低
迷
が
非
常
に
長

期
化
し
て
お
り
、
は
っ
き
り
と
し
た
回
復
の

兆
し
も
見
え
て
い
な
い
現
状
に
あ
り
ま
す
。

従
っ
て
、
国
、
地
方
を
問
わ
ず
厳
し
い
行
財

政
運
営
と
な
っ
て
い
ま
す
。
本
村
に
お
い
て

も
地
方
交
付
税
が
大
幅
に
減
少
し
、
新
年
度

の
予
算
編
成
は
過
去
に
経
験
の
無
い
厳
し
い

内
容
と
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

そ
ん
な
状
況
の
中
で
、
町
村
合
併
に
つ
い
て
は
昨
年
十
二
月
一
日
に
松
川
町
と
の
任
意

合
併
協
議
会
を
設
立
し
、
今
後
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
わ
た
り
具
体
的
な
検
討
が
さ
れ
ま
す
が
、

こ
れ
と
平
行
す
る
形
で
自
立
に
関
す
る
検
討
も
十
分
重
ね
る
た
め
、
そ
の
資
料
作
成
も
行

っ
て
参
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
等
を
活
用
し
て
住
民
懇
談
会
を
は
じ
め

と
し
論
議
を
深
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

時
代
は
大
き
な
又
重
要
な
過
渡
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。
自
立
に
し
ろ
合
併
に
し
ろ
非
常

に
困
難
な
途
が
想
定
さ
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
克
服
し
て
い
く
た
め
に
は
、
行
政

と
地
域
住
民
が
一
緒
に
考
え
協
力
し
て
行
く
こ
と
が
大
切
で
あ
り
ま
す
。

　

皆
様
方
の
更
な
る
ご
協
力
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
年
頭
の
あ
い
さ
つ
と

致
し
ま
す
。

　

大 
鹿 
村 
長

 

宮 

下 

寛 

夫

　

村
民
の
皆
様
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

二
〇
〇
四
年
の
初
頭
に
あ
た
り
皆
様
方
の

御
健
勝
と
御
多
幸
を
心
よ
り
御
祈
念
申
し
上

げ
ま
す
。

　

日
頃
、
我
々
議
会
活
動
に
対
し
御
支
援
と

叱
咤
激
励
を
い
た
だ
き
感
謝
申
し
上
げ
る
次

第
で
あ
り
ま
す
。
昨
年
は
四
月
の
統
一
地
方

選
挙
、
十
一
月
は
国
政
選
挙
の
年
で
も
あ
り

ま
し
た
。
村
の
選
挙
に
於
い
て
は
議
員
十
名

の
内
、
新
人
議
員
四
名
の
誕
生
に
よ
り
一
層

の
活
気
と
団
結
で
議
会
運
営
に
、
ま
た
住
民

福
祉
の
向
上
と
地
方
自
治
確
立
の
た
め
努
力
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

昨
年
四
月
よ
り
大
鹿
村
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
の
発
足
に
よ
り
情
報
化
が
進
展
し
、
村
民
の
皆
さ
ん

の
関
心
が
一
層
深
ま
っ
て
い
る
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
村
民
の
皆
さ
ん
が
今
一
番

関
心
を
お
持
ち
の
町
村
合
併
問
題
が
最
重
要
課
題
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
問
題
は
、
避

け
て
通
れ
な
い
課
題
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
委
員
会
等
へ
の
参
加
を
し
議
論
を
深
め
て
い

る
処
で
あ
り
ま
す
が
、
平
成
十
六
年
度
中
に
は
結
論
を
出
す
重
要
な
年
で
も
あ
り
ま
す
。

　

国
政
に
於
い
て
も
イ
ラ
ク
戦
争
後
の
復
興
支
援
の
た
め
の
自
衛
隊
の
派
遣
、
ま
た
北
朝

鮮
の
拉
致
問
題
と
核
開
発
問
題
、
国
内
に
お
け
る
年
金
の
見
直
し
、
地
方
分
権
と
三
位
一

体
の
改
革
、
補
助
金
の
削
減
、
行
財
政
改
革
の
拍
迫
等
に
よ
り
当
村
政
に
於
い
て
も
合
併

す
る
自
立
す
る
に
か
か
わ
ら
ず
行
財
政
改
革
は
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
代
と
な
っ
て

参
り
ま
し
た
。
当
村
で
も
少
子
高
齢
化
と
人
口
の
減
少
が
進
む
中
で
あ
り
ま
す
が
、
自
然

と
環
境
、
歴
史
と
文
化
の
村
と
し
て
後
世
に
伝
承
す
る
と
共
に
安
心
し
て
生
活
の
で
き
る

地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
議
会
一
同
頑
張
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

本
年
も
村
民
の
皆
様
に
と
り
ま
し
て
最
良
の
年
と
な
り
ま
す
よ
う
御
祈
念
申
し
上
げ
ま

し
て
、
年
頭
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　

大
鹿
村
議
会
議
長

 

森 

上 　
 

武

年
頭
の
あ
い
さ
つ

年
頭
の
あ
い
さ
つ
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大
鹿
村
議
会
十
二
月
定
例
会
が
十
二
月
十
二
日
か
ら
十

九
日
ま
で
、
八
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
付
議

事
件
は
七
件
で
、
う
ち
五
件
が
十
五
年
度
の
一
般
会
計
を

は
じ
め
四
特
別
会
計
の
補
正
予
算
で
、
二
件
が
東
御
市
の

発
足
に
伴
う
団
体
規
約
の
変
更
議
案
が
上
程
さ
れ
、
す
べ

て
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
陳
情
は
六
件
で
、
三

件
が
継
続
審
査
、
一
件
が
不
採
択
、
九
月
よ
り
の
継
続
審

査
が
二
件
、
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
一
般
質
問
は
、
四
人
の
議
員
か
ら
あ
り
ま
し
た
。

平
成　

年　

月 　
　
　
　
　

15

12

大
鹿
村
議
会
定
例
会
報
告

議
案
第
一
号

　

平
成
十
五
年
度
大
鹿
村
一
般
会

計
補
正
予
算（
第
四
号
）に
つ
い
て

（
可
決
）

議
案
第
二
号

　

平
成
十
五
年
度
大
鹿
村
立
診
療

所
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
三
号
）

に
つ
い
て　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
可
決
）

議
案
第
三
号

平
成
十
五
年
度
大
鹿
村
営
水
道
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
二
号
）
に

つ
い
て　
　
　
　
　
　
　
　（

可
決
）

議
案
第
四
号

平
成
十
五
年
度
大
鹿
村
授
産
所
特

付
議
事
件

別
会
計
補
正
予
算
（
第
二
号
）
に

つ
い
て

（
可
決
）

議
案
第
五
号

平
成
十
五
年
度
大
鹿
村
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
二
号
）

に
つ
い
て　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
可
決
）

議
案
第
六
号

長
野
県
町
村
総
合
事
務
組
合
を
組

織
す
る
町
村
数
の
減
少
に
つ
い
て

（
可
決
）

議
案
第
七
号

長
野
県
市
町
村
自
治
振
興
組
合
を

組
織
す
る
市
町
村
数
の
増
減
に
つ

い
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
可
決
）

○
医
療
費
負
担
の
軽
減
を
求
め
る

陳
情
書　
　
　
　
　

（
継
続
審
査
）

○
介
護
保
険
制
度
の
改
善
を
求
め

る
陳
情　
　
　
　
　

（
継
続
審
査
）

○
安
心
で
き
る
年
金
制
度
の
確
立

を
求
め
る
陳
情
書　
　

（
不
採
択
）

○
国
立
病
院
の
独
立
行
政
法
人
化

に
あ
た
り
、
国
立
病
院
の
機
能
強

化
及
び
、
賃
金
職
員
の
雇
用
継
承

と
医
療
・
看
護
体
制
の
拡
充
、
院

内
保
育
所
の
継
続
を
求
め
る
陳
情

書　
　
　
　
　
　
　

（
継
続
審
査
）

九
月
定
例
会
継
続
審
査
分

○
教
育
基
本
法
の
改
定
で
は
な
く
、

そ
の
理
念
の
実
現
を
求
め
る
意
見

書
の
採
択
を
求
め
る
陳
情
書

（
不
採
択
）

○
清
潔
で
公
正
、
公
平
な
国
民
奉

仕
を
貫
く
公
務
員
制
度
の
確
立
を

求
め
る
陳
情
書　
　
　

（
不
採
択
）

陳
情 
・ 
要
望

一
般
質
問

「
熊
谷　

英
俊
議
員
」

＊
二
町
村
合
併
協
議
に
お
け
る
自

立
案
策
定
に
つ
い
て

（
村
長
）
任
意
協
議
会
と
同
様
だ

が
、
財
政
の
分
析
が
重
要
に
な
る

の
で
、
総
務
課
を
中
心
に
十
年
く

ら
い
を
目
安
に
考
え
、
合
併
問
題

研
究
会
と
も
力
を
合
わ
せ
て
作
成

し
住
民
へ
提
供
し
て
い
く
。

＊
森
と
環
境
を
考
え
る
委
員
会
に

つ
い
て

（
村
長
）
一
月
中
に
は
答
申
が
欲
し

い
。
三
次
の
振
興
計
画
に
も
あ
る

が
、
立
て
ら
れ
た
計
画
は
行
政
と

住
民
が
協
働
し
て
行
動
し
て
ゆ
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
自
立

案
策
定
に
も
生
か
し
て
い
き
ま
す
。

「
松
下　

隆
夫
議
員
」

＊
新
年
度
予
算
の
編
成
に
つ
い
て

（
村
長
）
地
方
交
付
税
は
大
幅
に

減
っ
て
き
て
い
る
。
そ
の
中
で
、

合
理
化
、
経
費
の
節
減
と
村
単
独

事
業
の
見
直
し
を
し
て
真
に
必
要

な
も
の
を
選
ん
で
行
き
た
い
。

　

簡
易
水
道
の
上
蔵
、
釜
沢
、
継

続
事
業
の
新
山
振
、
高
齢
者
生
活

福
祉
セ
ン
タ
ー
の
増
築
、
堂
垣
外

の
整
備
は
幅
広
い
検
討
を
加
え
な

が
ら
進
め
た
い
。

　

人
件
費
は
、
人
員
削
減
を
含
め

取
り
組
ん
で
い
る
。

「
矢
沢　
　

正
議
員
」

＊
す
る
ぎ
農
園
村
運
営
に
つ
い
て
、

地
元
と
の
話
し
合
い
の
結
果
に
つ

い
て

（
産
業
建
設
課
長
）　

自
治
会
長
ほ

か
四
者
で
話
し
合
っ
た
。
具
体
的

な
内
容
は
更
に
詰
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
が
地
元
と
し
て
は
協
力
し

て
い
た
だ
け
る
。

＊
公
開
質
問
状
の
扱
い
に
つ
い
て

（
村
長
）
総
体
的
な
考
え
で
回
答
を

し
て
い
る
。
合
併
に
つ
い
て
自
立

の
資
料
は
作
成
す
る
し
、
住
民
の

意
思
は
尊
重
す
る
。
人
権
を
損
な

う
よ
う
な
合
理
化
策
は
し
て
い
な

い
。
新
年
度
予
算
編
成
で
特
別
職

の
報
酬
を
は
じ
め
経
費
節
減
は
当

然
行
う
。

＊
通
学
バ
ス
等
補
助
金
に
つ
い
て

（
村
長
）
要
望
書
な
ど
に
は
文
書
回

答
は
し
て
い
な
い
。
単
独
施
策
の

見
直
し
の
中
で
検
討
す
る
が
、下

宿
生
へ
の
補
助
は
難
し
い
と
思
う
。
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（
教
育
長
）
次
年
度
予
算
を
考
え
る

と
き
、
小
学
校
の
専
科
教
員
の
確

保
を
最
重
要
に
考
え
た
い
の
で
新

し
い
補
助
制
度
は
難
し
い
の
で
は
、

忍
耐
を
願
い
た
い
。

＊
バ
ス
・
し
尿
・
ご
み
等
の
委
託

事
業
に
つ
い
て

（
村
長
）
委
託
業
務
は
全
責
任
を
業

者
が
負
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
基

本
、
委
託
の
転
換
は
全
国
的
な
事

例
で
も
補
償
問
題
が
発
生
し
て
い

る
た
め
慎
重
な
取
り
扱
い
が
必
要
。

バ
ス
等
に
つ
い
て
は
受
託
業
務
実

績
の
あ
る
大
き
な
会
社
か
ら
の
提

案
も
あ
る
。
そ
れ
は
村
内
の
人
を

優
先
的
に
雇
用
す
る
こ
と
に
な
っ

て
お
り
理
想
的
な
形
と
思
っ
て
い

る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
慎
重
な
対

応
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

「
大
島　

伍
一
議
員
」

＊
平
成
十
六
年
度
予
算
要
望
に
つ

い
て

（
村
長
）
松
下
議
員
へ
の
答
弁
と

同
じ
だ
が
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
施

策
を
住
民
の
た
め
に
必
要
か
ど
う

か
考
え
、
起
債
の
残
高
が
増
え
な

い
よ
う
な
予
算
に
し
た
い
。

国民健康保険証の管理の徹底国民健康保険証の管理の徹底
　最近、保険証の紛失が増えてきました。保険証は、医療機関等へかかるときに大切なものです。

　しかし、保険証はクレジットカードのように、その効力を止めることができません。身分証明としても使えるの

で、第三者でも保険証があれば金融業などで簡単にお金が借りられる為、悪用されてしまうこともあります。

　そのような被害に遭わないように日頃から保険証の保管には十分に気を付けて管理の徹底をお願いします。

高齢受給者証と老人保健医療受給者証の違いについて高齢受給者証と老人保健医療受給者証の違いについて
　７０歳以上になると、高齢受給者証が交付されます。また、７５歳以上になると老人保健で医療を受けるようになり、

老人保健医療受給者証が交付されます。各受給者証の違いは以下のとおりです。

※１　一定以上所得者：同一世帯に課税所得が１２４万円以上の７０歳以上の人または老人保健で医療を受ける人がい

る人。ただし、70歳以上の人および老人保健で医療を受ける人の収入の合計が、２人以上の場合は637万円未満、

１人の場合は450万円未満であると申請した場合は、１割負担となります。

老人保健医療受給者証高齢者受給者証

75歳（一定の障害のある人は６５歳）以上の人と、
昭和７年９月30日以前に生まれた人。

70歳以上と昭和７年10月１日以降
に生まれた人。

年　　齢

外来・入院ともにかかった費用の１割（一定以上所得者※１は２割）負担割合

保険証と医療受給者証と健康手帳保険証と高齢受給者証
医療機関
への提示

受給者証

（緑） （白）
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信
越
地
方
特
定
郵
便
局
長
協
会

は
、
長
野
県
と
新
潟
県
の
特
定
郵

便
局
が
加
入
し
て
い
る
組
織
で
、

三
年
前
か
ら
地
域
貢
献
の
活
動
と

し
て
車
椅
子
の
寄
贈
を
続
け
て
い

ま
す
。

　

今
回
は
大
鹿
村
ほ
か
飯
田
下
伊

那
地
方
に
三
箇
所
こ
の
車
椅
子
が

寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

寄
贈
さ
れ
た
車
椅
子
は
最
新
式

の
も
の
で
、
非
常
に
使
い
や
す
く

利
用
者
に
大
変
便
利
に
活
用
し
て

い
た
だ
け
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

村
で
は
、
公
共
施
設
（
鹿
塩
地

区
館
）
に
配
置
す
る
予
定
で
す
。

上記の会場へ来られない方は、次の会場へお出かけ下さい。

場　　所時　　間月　　日

東 部 地 区 館午後１：30～午後２：30
２．２（月）

農 協 鹿 塩 支 所午後４：30～午後６：00

釜 沢 集 会 所午前10：30～午前11：30

２．４（水） 上 蔵 集 会 所午後１：30～午後３：00

農 協 大 鹿 支 所午後４：00～午後６：00

北 入 一 集 会 所午後１：30～午後３：00
２．９（月）

役場　 保健福祉課午後３：30～午後６：00

ヘ
ル
ス
・
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
結
果
報
告
会

ヘ
ル
ス
・
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
結
果
報
告
会

　

ヘ
ル
ス
・
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を

受
診
さ
れ
た
皆
さ
ん
に
、
次
の
日

程
で
結
果
を
お
返
し
し
ま
す
。
で

き
る
だ
け
、
本
人
が
お
出
か
け
い

た
だ
け
る
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

　

一
月
二
十
九
日
・
三
十
日
は
、

佐
久
の
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
か
ら

説
明
に
来
ま
す
。

 

役
場　

保
健
福
祉
課

場　　所時　　間月　　日

交 流 セ ン タ ー午後１：00～午後６：301．29（木）

鹿 塩 地 区 館
午前９：00～午後１：00

午後４：00～午後６：30
1．30（金）

＊健康手帳を持って、お出かけください

長
官
表
彰

　

松　

澤　

則　

雄

　

長　

尾　
　
　

勝

　

森　

下　

敏　

彦

　

岩　

村　

伸　

司

　

北　

村　

尚　

幸

　

松　

山　

正　

和

　

吉　

田　

敏　

彦

　

北　

村　

博　

文

　

大　

原　

一　

嘉

　

古　

瀬　

嘉　

昭

　

松　

澤　

敏　

彦

　

下　

澤　

一　

彦

　

板　

山　

重　

雄

　

磯　

部　

孝　

行

　

田　

中　

克　

己

　

間　

瀬　
　
　

稔

　

菅　

沼　

穣　

二

知
事
表
彰

　

元　

吉　
　
　

睦

　

森　

上　

安　

弘

長
野
県
消
防
協
会

功
労
章　

北　

澤　
　
　

誠

　

森　

下　
　
　

隆

努
力
章　

熊　

谷　

英　

俊

精
績
章　

下　

平　

哲　

也

精
勤
章　

北　

村　

信　

三

　

板　

山　
　
　

浩

　

足　

助　

義　

則

飯
伊
消
防
協
会

功
績
章　

平　

瀬　

定　

雄

功
労
章　

湯　

沢　

信　

行

竜
東
地
区
班

　

功
績
章　

多　

田　

一　

郎

　
　

梶　
　
　

大　

介

　
　

中　

村　

章　

映

退
団
者
感
謝
状

飯　

島　

高　

志

平
成
十
六
年 

大
鹿
村
消
防
出
初
式 

一
月
六
日(

火)

平
成
十
六
年 

大
鹿
村
消
防
出
初
式 

一
月
六
日(

火)

表　

彰　

関　

係
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平
成
十
六
年
一
月
一
日
現
在
、
大
鹿
村
に
居
住
し
て
い
た
人

で
、
次
の
〔
一
〕
か
ら
〔
五
〕
ま
で
に
該
当
す
る
方
。

〔
一
〕
平
成
十
五
年
中
に
営
業
、
農
業
な
ど
の
事
業
所
得
や
配

当
、
地
代
家
賃
、
譲
渡
、
山
林
な
ど
の
所
得
の
あ
っ
た
人

申
告
と
納
税
の
期
限
は
い
ず
れ
も
三
月
十
五
日
（
月
）
で
す
。

ま
た
、
大
鹿
村
の
納
税
相
談
は
二
月
十
八
日
（
水
）
か
ら
三
月

十
五
日
（
月
）
ま
で
の
予
定
で
す
。
場
所
は
、
大
鹿
村
役
場
の

ほ
か
、
大
鹿
村
交
流
セ
ン
タ
ー
、
公
民
館
鹿
塩
地
区
館
で
行
う

予
定
で
す
。

　

忘
れ
ず
に
で
き
る
だ
け
指
定
日
に
申
告
を
お
済
ま
せ
下
さ
い
。

○
申
告
、
納
税
が
遅
れ
る
と

　

期
限
内
に
申
告
や
納
税
を
し
な
か
っ
た
り
、
間
違
っ
た
申
告

を
し
ま
す
と
、
後
か
ら
不
足
の
税
を
納
め
る
ば
か
り
で
な
く
、

加
算
税
や
延
滞
金
を
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

○
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
方

　

事
業
を
し
て
い
る
方
や
不
動
産
収
入
、
年
金
収
入
の
あ
る
方

で
、
平
成
十
五
年
中
の
各
種
の
所
得
金
額
か
ら
所
得
控
除
を
差

し
引
き
、
そ
の
金
額
を
基
と
し
て
算
出
し
た
税
額
が
、
配
当
控

除
額
よ
り
も
多
い
人
は
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

《
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
場
合
》

（
一
）
給
与
の
収
入
額
が
二
千
万
円
を
超
え
る
場
合

（
二
） 

給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の
所
得
金
額
の
合
計
額
が
二

十
万
円
を
超
え
る
場
合

（
三
）
給
与
を
二
箇
所
以
上
か
ら
も
ら
っ
て
い
る
場
合
な
ど  

〔
二
〕
給
与
を
二
箇
所
以
上
か
ら
支
給
さ
れ
て
い
る
人
（
恩
給
、

年
金
な
ど
を
受
け
た
人
も
含
む
）　
　

〔
三
〕
給
与
所
得
者
で
、
給
与
以
外
の
所
得
が
あ
っ
た
人　

〔
四
〕
年
末
調
整
を
さ
れ
な
か
っ
た
個
人
事
業
の
従
事
者
、
土
木

事
業
等
の
従
事
者
、
内
職
な
ど
の
賃
金
を
受
け
た
人　

〔
五
〕
国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
る
人

　

な
お
、
配
布
さ
れ
た
村
民
税
・
県
民
税
の
申
告
書
は
所
得
税

に
関
係
の
な
い
方
も
必
ず
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

▽
村
・
県
民
税
申
告
書
（
事
前
に
配
布
さ
れ
た
申
告
書
）

▽
印
鑑

▽
農
業
所
得
の
あ
る
人
は
「
平
成
十
五
年
分
の
農
業
所
得
の
収

入
金
報
告
書
」な
ど
作
付
面
積
、
収
入
金
な
ど
の
わ
か
る
書
類

　

（
経
費
目
安
割
合
と
な
っ
た
た
め
、農
地
を
作
付
さ
れ
て
い
て

し
か
も
自
家
消
費
の
み
の
方
も
す
べ
て
該
当
と
な
り
ま
す
。）

▽
営
業
や
不
動
産
所
得
の
あ
る
人
は
、
収
入
、
支
出
の
わ
か
る

書
類

▽
給
与
所
得
者
、
公
的
年
金
受
給
者
は
、
源
泉
徴
収
票
又
は
支

払
い
証
明
書

▽
各
種
控
除
証
明
書
、
領
収
書

　

（
生
命
保
険
料
、
損
害
保
険
料
、
国
民
健
康
保
険
税
、
介
護
保

険
料
・
国
民
年
金
・
農
業
者
年
金
等
の
保
険
料
、
医
療
費
、

介
護
負
担
金
、
寄
付
金
等
の
領
収
書
な
ど
）
そ
の
他
控
除
に

必
要
な
書
類

▽
障
害
者
控
除
を
受
け
る
人
は
、
障
害
者
手
帳
、
そ
の
他
必
要

な
証
明

＊
必
要
で
あ
る
か
不
明
な
場
合
は
す
べ
て
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

所
得
税
の
申
告
と
納
税
は

 

三
月
十
五
日
（
月
） 
ま
で
で
す
。

納
税
相
談
に
必
要
な
も
の
は

 

次
の
通
り
で
す
。

村
民
税
・
県
民
税
の
申
告
も

 

お
忘
れ
な
く
！

◎主に営業〔白色〕及び譲渡所得のある方及び特に相談内容のある方については、

自治会の割り当てとは別に２月16日（月）から３月15日（月）までに（土、日は除

く）直接、飯田税務署において、ご相談下さるようお願いします。

◎税の申告は、自己の収支計算により申告されることが原則となっております。

農業所得及び営業所得〔白色〕の方は事前に収支をまとめてきて下さい。

　（特に領収書等については、合計してまとめてご持参いただけるようお願いい

たします。）

確定申告は『自書申告』でお願いします。
�������������������������������������������������������������
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月　
　

日

二
月　

十
八
日

（
水
）

二
月　

十
九
日

（
木
）

二
月　

二
十
日

（
金
）

二
月
二
十
三
日

（
月
）

二
月
二
十
四
日

（
火
）

二
月
二
十
五
日

（
水
）

二
月
二
十
六
日

（
木
）

二
月
二
十
七
日

（
金
）

三
月　
　

一
日

（
月
）

三
月　
　

二
日

（
火
）

三
月　
　

三
日

（
水
）

三
月　
　

四
日

（
木
）

三
月　
　

五
日

（
金
）

三
月　
　

八
日

（
月
）

三
月　
　

九
日

（
火
）

三
月　
　

十
日

（
水
）

三
月　

十
一
日

（
木
）

三
月　

十
二
日

（
金
）

三
月　

十
五
日

（
月
）

　
　

会　
　
　

場

大
鹿
村
役
場

 

二
階
研
修
会
議
室

　
　
　
　

〃

大
鹿
村
交
流
セ
ン
タ
ー

（
大
河
原
）

　
　
　
　

〃

　
　
　
　

〃

　
　
　
　

〃

　
　
　
　

〃

　
　
　
　

〃

　
　
　
　

〃

　
　
　
　

〃

大
鹿
村
役
場

 

二
階
研
修
会
議
室

公
民
館
鹿
塩
地
区
館

 

（
鹿
塩
）

　
　
　
　

〃

　
　
　
　

〃

　
　
　
　

〃

　
　
　
　

〃

　
　
　
　

〃

大
鹿
村
役
場

 

二
階
研
修
会
議
室

　
　
　
　

〃

時
間

午
前

の
み

午
前

午
後

午
前

午
後

午
前

午
後

午
前

午
後

午
前

午
後

午
前

午
後

午
前

午
後

午
前

午
後

午
前

午
後

午
前

午
後

午
前

午
後

午
前

午
後

午
前

午
後

午
前

午
後

午
前

午
後

午
前

午
後

午
後

の
み

午
前

午
後

　
　

相
談
す
る
自
治
会
名

落
合

予
備
日

下
市
場
一

下
市
場
二

上
市
場

上
蔵

釜
沢
・
清
水

沢
戸

上
青
木
・
深
ヶ
沢

中
尾

文
満
・
文
満
団
地

下
青
木

指
定
日
に
都
合
の
つ
か
な
い
方

予
備
日

梨
原

沢
井
・
入
沢
井

大
栗

指
定
日
に
都
合
の
つ
か
な
い
方

塩
河

中
峰

西北
入
一
・
北
入
二

塩
原

河
合
・
南
山

指
定
日
に
都
合
の
つ
か
な
い
方

農
業
青
色
申
告
者

予
備
日

＊
指
定
日
以
外
の
場
合
は
お
待
ち
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
で
き
る
だ
け
指

定
日
に
お
願
い
し
ま
す
。

*
都
合
に
よ
り
、
や
む
を
得
ず
会
場
を
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

納

税

相

談

日

納 

税 

相 

談 

日　
（
予
定
）

一
、
時
間
は
午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で
（
土
、
日
を
除
く
）

二
、
日　

程

【農業所得経費目安割合について】
長野県の平成15年分の農業所得経費目安割合は、下記の３種類〔３業種〕となります

田作物農業収入が一番多い方が使う目安割合93％田作物農業用経費目安割合

畑作物農業収入が一番多い方が使う目安割合77％畑作物農業用経費目安割合

果樹栽培農業収入が一番多い方が使う目安割合78％果樹栽培農業用経費目安割合

経費目安割合には、従来の標準外経費
（減価償却費、作業委託費、雇人費、
支払小作料、土地改良費など）は、す
べて含まれており、別途控除すること
はできません。

　　※重要です※

【農業所得経費目安割合の計算式】

①農業所得の収入金額 （Ａ） ×経費目安割合＝必要経費の目安額 （Ｂ）

②農業所得 （Ｃ） ＝ （Ａ） － （Ｂ）

実際の計算例 （米の収入が一番多い方の場合）

①2,000,000円×93％＝1,860,000円

②2,000,000円－1,860,000円＝140,000円 ⇒農業所得

＊農業所得について、現在は青色申告、白色申告という収支計算によるものと上記のように経費目安割合を使用する３つの方法があ

ります。農業所得は収支計算による算出方法にできる限り移行されますようにご尽力をお願いします｡そこで、村内の農家の方に

収支計算の具体的な事務処理について研修会を確定申告時に先駆けて本年も開催いたします｡農家の皆さん公私ともご多忙とは

思いますが、ご出席をお願いします｡昨年と同様に、平日の夜２日間に分け、役場二階会議室で鹿塩地区、大河原地区の農家の方々

を対象に実施いたします｡また、平成14年分の農業収入が400万円を超えている農家の方は、原則として経費目安割合は使用できま

せんので、収支計算で農業所得を算出することになります｡（下記の研修会の開催通知は、各農家宛別途送付いたしております｡）

大鹿村農業所得事務研修会　平成16年１月28日(水）鹿塩地区の農家、平成16年１月29日(木）大河原地区の農家
午後７時00分～午後９時00分

（持参していただくもの）①筆記用具、②電卓、③役場よりあらかじめお送りした文書（収入金報告書等）

�

�

�

�

�������������������������������������������������������������������������������������������������������������

�������������������������������������������������������������������������������������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

※なお、農業所得を算出する方法で不明な点、疑問点等ありましたら当日お出し下さい。わかる範囲でお答えいたします。即答

できない問題については後日調べましてから回答いたしますので、どんなことでも結構ですのでどんどんお出しください。ま

た、研修会以外の日でも聞きたいことがございましたら、電話、来庁の折などにお問い合せ下さい。

<お問い合わせ先>　総務課 税務係　電話 0265－39－2001
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請 負 金 額請 負 業 者工 事 箇 所事 業 名
３,０４５,０００新 日 本 設 計釜 沢釜沢簡易水道変更認可申請書作成業務委託

１０,７１０,０００新 日 本 設 計上 蔵大河原簡易水道改良整備工事設計監理委託業務

８２,０００,０００大 協 建 設上 蔵大 河 原 簡 易 水 道 改 良 整 備

４１,０００,０００ト ラ イ ネ ッ ト梨 原道 路 改 良

６,７５０,０００大 協 建 設河 合 線 河 合道 路 改 良

２,６２５,０００大 協 建 設沢 戸 中 央 線 島 崎 宅 上村 単　 道 路 改 良 工 事

６,０３７,５００吉 野 組釜 沢 中 央 線 釜 沢村 単　 道 路 改 良 工 事

２,４５０,０００大 協 建 設沢 井 線 樺 沢道 路 防 災

３,８００,０００ト ラ イ ネ ッ ト村 内 道 路 第 1 回 分 割緊急地域雇用特別事業　環境整備業務委託

５３,３４０,０００牧 島 建 設大 萱 線 西 山森林環境保全整備事業公共林道開設工事

４４,４１５,０００神 稲 建 設中 峰 黒 川 線公 共 林 道 舗 装 工 事

１７,２２０,０００大 協 建 設鳥 倉 線 天 窓村 単　 林 道 改 良 工 事

１０,９２０,０００ト ラ イ ネ ッ ト中 峰 黒 川 線　 上 金村 単　 林 道 改 良 工 事

２,３１０,０００吉 野 組釜 沢 線 内 の 倉村 単　 林 道 舗 装 工 事

１,９９５,０００ト ラ イ ネ ッ ト黒 川 牧 場村 単 農 地 維 持

２４,０８１,７５０飯伊森林組合　大協建設私 有 林 １２２ ｈ ａ流域森林総合整備事業(間伐・下草刈等)

３０,６６０,０００吉 野 組引 の 田 地 区 ６ 工 区新 山 村 振 興 等

２２,８９０,０００牧 島 建 設上 市 場 地 区 ３ 工 区新 山 村 振 興 等

７,３００,０００大 協 建 設大 河 原 ９ ８ ８中央構造線博物館標本製作室建築工事

１,８９０,０００八木コーポレーション大 鹿 小 学 校校 内 Ｌ Ａ Ｎ 工 事

８,９２５,０００日 幸 電 機大 鹿 中 学 校パ ソ コ ン 購 入 事 業

１０,５００,０００吉 野 組清 水

災 害 復 旧 工 事

１２,６００,０００牧 島 建 設文 満

３,９９０,０００

大 協 建 設

沢 戸 下

３,３６０,０００上 蔵

２,１００,０００入 谷 ２ 号

１,４１７,５００南 山

１,５７５,０００沢 戸 上

平成15年度　大鹿村発注事業入札結果一覧
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又
は
団
体
。
た
だ
し
次
に

該
当
す
る
場
合
に
は
は
交
付
で
き
ま
せ

ん
。

（
一
）自
然
科
学
以
外
の
研
究

（
二
）既
に
完
成
し
て
い
る
研
究

（
三
）既
に
完
成
し
て
い
る
研
究
を
実
用

化
又
は
企
業
化
す
る
た
め
の
研
究

（
四
）国
・
県
・
市
町
村
等
の
公
的
研
究

所
、
試
験
場
等
の
研
究
者
が
行
う

研
究
で
、
当
該
研
究
所
、
試
験
場

等
の
本
来
業
務
に
密
接
に
関
連
す

る
も
の
。

三
、
交
付
部
門　

次
の
三
部
門
に
区
別
し

て
交
付
し
ま
す
。

（
一
）第
一
部　

一
般
（
第
二
部
、
第
三

部
以
外
の
も
の
）

（
二
）第
二
部　

小
・
中
学
校
及
び
高
等

学
校
の
教
員

（
三
）第
三
部　

大
学
、
研
究
所
、
試
験

場
等
の
研
究
者
（
た
だ
し
、
大
学

の
講
師
以
上
及
び
院
生
、
学
生
は

除
き
ま
す
。）

四
、
助
成
金
額　

三
十
万
円
以
内
と
し
ま

す
。

五
、
採
択
基
準　

科
学
研
究
費
助
成
金

の
交
付
決
定
に
あ
た
っ
て
は
、
次
に
掲

げ
る
基
準
に
よ
り
審
査
を
行
い
ま
す
。

（
一
）目
的
が
具
体
的
、
明
確
で
あ
る
も

の

（
二
）研
究
者
の
研
究
実
績
、
研
究
遂
行

の
熱
意
が
あ
る
も
の

（
三
）成
果
が
期
待
で
き
る
も
の
（
同
一

課
題
で
連
続
し
て
申
請
が
あ
っ
た

場
合
に
は
特
に
厳
選
し
ま
す
。
）

六
、
申
請
方
法　

各
支
部
に
用
意
し
て
あ

る
申
請
書
等
の
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、各
一
部
を
�
長
野
県
科
学
振
興

会
長
あ
て
に
最
寄
の
支
部
を
経
由
し
て

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

七
、
交
付
決
定　

助
成
金
交
付
の
採
否

及
び
金
額
を
審
査
す
る
た
め
の
審
査
会

に
諮
問
し
、平
成
十
六
年
七
月
中
旬
ま

で
に
申
請
者
あ
て
通
知
し
ま
す
。

八
、
研
究
成
果
の
公
表　

研
究
成
果
は
、

本
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
公
開

し
ま
す
。

　

ま
た
、助
成
金
受
領
者
は
、
研
究
成
果

を
学
会
、研
究
会
、学
校
等
で
発
表
し
て

く
だ
さ
い
。

九
、
問
い
合
わ
せ
先（
事
務
局
及
び
支
部
）

助
成
金
の
詳
細
（
申
請
様
式
等
）

は
、
本
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（h

ttp
://

w
2
.a
v
is.n
e
.jp
/ ̃
n
k
a
g
a
k
u

）で
も
掲

載
し
て
い
ま
す
。

（
一
）飯
伊
支
部

飯
田
合
同
庁
舎
内　

下
伊
那
地

方
事
務
所　

総
務
課
庶
務
係

（
二
）本
会
事
務
局

長
野
県
庁　

総
務
部
文
書
学
事

課　

総
務
係
内　

平
成
十
六
年
度
科
学
研
究
費
助
成
金
の
ご
案
内 

〜
科
学
の
研
究
・
発
明
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
皆
さ
ん
へ
〜 

平
成
十
六
年
度
科
学
研
究
費
助
成
金
の
ご
案
内 

〜
科
学
の
研
究
・
発
明
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
皆
さ
ん
へ
〜 

平
成
十
六
年
度
科
学
研
究
費
助
成
金
の
ご
案
内 

〜
科
学
の
研
究
・
発
明
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
皆
さ
ん
へ
〜 

財
団
法
人　

長
野
県
科
学
振
興
会　

事

務
局
（
長
野
県
総
務
部
文
書
学
事
課
内
）

電　

話
・
〇
二
六－

二
三
五－

七
〇
五
三（
直
）

電
子
メ
ー
ル
・n

kag
aku
@
m
x
2.av
is.n
e.jp



9

　平成15年12月７日（日）松川町の店舗から発生した火災の原因は「石油直圧式給湯機（ボイラー）」によるもの

で、リコール対象品でした。この機種は全国では約18万台が販売され１０数件の事故事例があるとの事です。

　このことから、大鹿地区でも、メーカーによる対応がされていないものがありますので各家庭で使用されている

石油給湯機（ボイラー）の確認をお願いします。

リコール対象は、平成７年８月から平成11年６月までに製造されたものです。

大鹿村役場総務課 �　39－2001

飯田広域消防本部 �　23－6002

ＴＯＴＯ受付センター �　0120－444－309

製 品 名ブランド会 社 名

RPE32K○○　RPE40K○○　RPE41K○○ 
RPH32K○○　RPH40K○○　RPH41K○○

Ｔ Ｏ Ｔ Ｏ東陶機器�

PDF-321V　PDF-401A　PDF-411D-A
PDX-321V　PDX-411D　DX-411D     

Ｃ Ｉ Ｃ長州産業�

URA320　URA320S　URB320
URB320S　UR320　UR320S　UR404S

ＮＥＰＯＮネ ポ ン �

新しい情報の流れ 新しい情報の流れ 

高
　
危
険
度
　
低 

高
　
危
険
度
　
低 

東海地震 
予知情報 

 

東海地震 
注意情報 
 

東海地震 
観測情報 
 

警戒宣言 警戒宣言 

村 の 対 応 

地震防災警戒本部設置 
応急対策の準備 

 
 

村民に対しての広報 村民に対しての広報 
防災準備行動開始！ 
村からの広報・テレビ、 

ラジオの情報に注意 

してください。 

 情報収集と 
関係機関への連絡 

（防災対応は特にありませんが情報に注意してください。） 

東海地震に関連する情報が平成16年１月５日から明確化されました。 

万が一、情報が発表された場合、この情報に基づき広報等を行いますので 

情報に注意して防災対策をお願いします。 

石油給湯機（ボイラー）点検のお願い！！ 

　※形式名の末尾の○○には英数字が続きますが、全て該当品です。

　※上記のボイラーをお使いの方は販売店、または次の所まで連絡してください。
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ボランティア募集要項 ボランティア募集要項 

開催日程 
2005年スペシャルオリンピックス冬季世界大会・長野 
　　2005年2月26日（土）～3月5日（土）　8日間 
〈ホストタウンプログラム：2005年2月22日（火）～2月25日（金）　4日間〉 
※ホストタウンプログラムとは、大会前のアスリートとの交流プロ 

グラムで2005年の大会時に実施予定です。 

 参加予想（2005年 世界大会） 

予定競技・会場 

参加国 

アスリート 

コーチ 

ボランティア 

80ヶ国 

2,500名 

650名 

10,000名 

アルペンスキー 志賀高原一ノ瀬ファミリースキー場 
クロスカントリー スノーハープ（白馬クロスカントリー競技場） 
スノーシューイング スノーハープ（白馬クロスカントリー競技場） 
フロアーホッケー ホワイトリング（長野市真島総合スポーツアリーナ） 
フィギュアスケート ビッグハット（長野市若里多目的スポーツアリーナ） 
スピードスケート エムウエーブ（長野市オリンピック記念アリーナ） 
スノーボード いいづなリゾートスキー場 
開　閉　会　式 エムウエーブ（長野市オリンピック記念アリーナ） 

スペシャルオリンピックス長野大会 
ボランティア募集 

2005 Feb.
Mar.

2005年 

スペシャルオリンピックス 

冬季世界大会―長野 

2005 Special Olympics World Winter Games

　スペシャルオリンピックスは、知的発達
障害者の自立と社会参加を目指し、日常的
なスポーツプログラムとその成果を発表
する場である競技会を提供しています。 
　第８回目を迎えるスペシャルオリンピ
ックス冬季世界大会が、2005年に長野市及
びその周辺地域で開催することに決定い
たしました。この大会はアジアで初めて開
催されるという大変意義深い大会です。 
　この大会においてアスリートたちが安
心して真剣に競技に取り組めるよう、大会
の成功を期しておりますので、多くの皆様
のお力添えをいただきたく、ボランティア
としてのご参加をお願い致します。 

ボランティアが世界を変える。 
2005年スペシャルオリンピックス冬季世界大会実行委員会 

●登録申込みの区分 
　　ボランティア登録申込みは、個人及び団体（企業、
各種団体、学校、グループ等）の区分により受付けます。 

●登録資格 
　　スペシャルオリンピックスの運営を支える熱意の
ある方はどなたでもご応募可能です。ただし1989年
（平成元年）4月1日以前に生まれた方とします。また、
外国語を母国語とする方は、日本語もしくは英語の
日常会話ができる方。 

●大会開催期間 
　2005年スペシャルオリンピックス冬季世界大会・長野 
　　開催年月日：2005年2月26日（土）から3月5日（土）までの8日間 
　　　〈ホストタウンプログラム：2005年2月22日（火）から2月25日（金）までの4日間〉 

●必要とされるボランティア人数 
　　2005年世界大会　10,000名 
●ボランティア参加日数の限定 
　　2005年世界大会　基本的に4日以上参加出来る方 
●ボランティア募集期間 
　　2005年世界大会　～2004年11月30日まで 
●ボランティア活動エリア 
　　長野市、山ノ内町（志賀高原）、牟礼村、（飯綱）白馬村
の各競技会場・施設、ホストタウンプログラム開催地等 

●報酬と待遇 
　　報酬はありませんが活動時間により食事の支給があ 

　ります。なお、宿泊費や交通費は参加者負担となります。
　参加者全員に大会記念ピンバッヂをさしあげます。
また、ユニフォームの支給を予定しております。 

●申込方法 
　　所定の申込用紙に必要事項を記入いただき、FAX
または郵送にてお申込みください。なお、ホームペ
ージ（http://www.specialolympics-nippon.gr.jp/）から
のお申込も受付けています。 

●登録の流れ 
　　①申込み受付　②一次登録　③一般研修 
　　④ボランティア担当業務の連絡 
　　⑤会場での業務別研修　⑥本登録 
●研修会の開催 
　　一般研修・会場別の業務研修等の研修を受講し
ていただきます。 

●ボランティア保険の加入 
　　主催者にてボランティア保険に加入いたします。 
●お問い合せ、お申し込み 
　2005年スペシャルオリンピックス冬季世界大会実行委員会 
　〒380‐0928長野県長野市若里3‐22‐2　若里市民
文化ホール１Ｆ 

　TEL.026‐227‐2005　FAX026‐223‐4884 
　E-mail : volunteer@2005sowwg.com 
　ホームページ:http://www.2005sowwg.com

村の行事予定 村の行事予定 村の行事予定 

１月
　１９日　空き缶と鉄類の回収

　　　　３種混合予防接種�

　２２日　廃プラスチックの回収

　２８日　農業所得収支計算説明会（鹿塩）

　２９日　　　　　　〃　　　　　　（大河原）

　　　　ヘルス・スクリーニング結果報告会

　３０日　　　　　　　　〃

　下旬　埋立ゴミの回収

２月
　９日　３種混合予防接種�

　１２日　廃プラスチックの回収

　１８日　その他紙の回収

　１８日～３月１５日　　納税相談

　２３日　空き缶と鉄類の回収

　２６日　廃プラスチックの回収

　下旬　ニュースポーツの集い（予定）

３月
　１日　３種混合予防接種�

　上旬　公民館クラブ発表会

　１１日　廃プラスチックの回収

　１６日　ビン類・ペットボトルの回収

　１７日　その他紙の回収

　２２日　空き缶と鉄類の回収

　　　　３種混合予防接種�

　２４日　新聞紙の回収

　２５日　廃プラスチックの回収
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